


本日のテーマ

まとめ

第８回東員町みらい会議



東員町の魅力
住んで良かったと思うこと

東員町らしさ
東員町の魅力
（まちづくりミーティング）

東員町に足りないこと、
変えるべきこと

東員町の魅力
住んで良かったと思うこと

東員町らしさ
東員町の魅力
（まちづくりミーティング）

東員町に足りないこと、
変えるべきこと

水がおいしい 水がうまい 自然が豊かである アウトドアしにくい 中部公園がすばらしい 大きい公園がある スポーツ施設、公園 公園まわりの駐車場

自然が豊か 平地や田んぼが広い 空気が良く住みやすい町 統一感 町民プールがいい 中部公園 町の中に生活するに不自由ない施設がそろっている 宿泊施設

空気がきれい 水道がのめる 景色、山なみあり、川あり、田畑あり 陸上競技場 施設充実 部活の数

すごしやすい 海、山、都会に近い 町民プールが安い　中部公園が楽しい 学校建屋

コスモス畑　身近で楽しめる 水道水が夏冷たく、冬あたたかい 災害対策三弧子川の改修の完成は２０年後と聞いてがっかりした水入りしたらどうする

鈴鹿山系を見渡せる風景明媚

緑多く 子どもが本をよく読むようになった（読書登山） 16年一貫教育がある 子ども教育の細やかさ 東員第一中学校の移転はいつになるのやら

丁度いい自然 保育園幼稚園が学校区ごとにあって充実している

都会過ぎず田舎過ぎず住みやすい ちょこっといなかちょこっとまち いろんな方面でほどよいすみごこち 小中学校にエアコンが付くのが早かった

場所がちょうど良い。 何ごともほど良い所 ふるさとの町 学校が近い

全体的に良い 質素なまち ちょこっと都会、ちょこっと田舎＝充実したラ イ フ

悪いところがない 何か落ち着く町 自然もあり商業施設もあり調和があるところ 同級生が多い 人が多いので団体がいっぱいありすぎる 人 外国人対応

名古屋にほどよく近いところ 全てが丁度良い 高齢者が元気 協調性がある 人が優しい 若い人、子ども

これといって何もない所 人 優しい町 若者をどんどん巻き込んで魅力を発信していくべき

役場が近いので便利 コンパクトなまち コンパクトで住みやすい町 空き家がどんどん増えている 若者の定住する魅力

まちが近い 町全体（全域）が近い 若者をもっと増やしたい
高齢者の方が増えても今までどおり暮らしやすい町にする（買い物や孤立を防ぐ）

東員ＩＣが出来て便利になった 高速バス、名古屋に近い オレンジバスが分かりにくい 町民の方の町への関心
名古屋（栄）に直通するバスがあること 交通の利便性 歩道など（高齢者や子ども）＋自転車への配慮 若い方が町内に興味をもつように

実家が近くてすぐ親に頼れる 交通網（アクセス）が良い ネオポリス内交通の便は良いが一中地区が少ない 少子高齢化の対策の関心が少ない

名古屋に通勤できる町 名古屋、四日市等通勤可 移動手段を。グリスロの活性化

バスが多い 動きやすい町 もっと公共交通を充実 いなべ神社　上げ馬 かぶきがある

交通手段が確保されている 高齢者向けの交通手段 上げ馬祭など伝統行事があること

交通の便が良い 電車の本数を増やす（１５分に１本）

町内の移動が不便　車が必要 イベントが豊富 町民の方の参加型のイベント、行事

子どもの権利の日がある　 地域で子どもを育てる意識強い 子育てしやすい環境である 子育て支援センターなど親と子が集まる場所 子ども歌舞伎、日本の第九、ミュージカ ルなどの発信 文化度の高さ

子どもに優しいまち 子育て世代がふえている 子育てにやさしい 放課後や休日の子どもの居場所 文化活動
子供のことを考えてくれているところ 子育て世代が戻ってくる 自然も残っていて子育てにいい環境かな 子育て支援センター、児童館、保育所 三大文化事業による生涯教育

子育てがしやすい 子ども条例がある 文化事業を楽しみにしております

幼稚園保育園の充実

働くところが近くに多いところ クリエイティブな仕事

治安が良い 平和 安心、安全に暮らすことが出来る町 夜道が暗い。明かりが少ない シルバー人材センター、就業ボランティア

安全な暮らしができている 玄関の鍵はかけなくてよい 災害の少ない町 町全体で避難訓練 若者に対する就労支援

災害が少ない 平和　治安のよさ 働き場所
あまり大きな災害には見舞われにくい立地 地域産業

定年後に働ける場所を増やす

必要なものが全部そろう（店がある）。 ジムがまぁまぁ充実 日常の買い物便利 商店が少ない。減っていく

買い物に困らない お買い物に便利な立地 産直所（常設）がない 広い農地とその活用 農業に従事するひとが減ってきている

イオンが出来て便利になった 健康クラブ、フィットネスが欲しい 農業を後継していく人

病院、お店が充実している 居酒屋
近隣にいろいろなお店があり買い物しやすい 遊ぶところ 観光地がない

飲食店、宿泊施設 ヴィアティン三重の応援体制　人を呼ぶ

大企業　工場 観光資源
中部公園の利用方法（婚活パーティ、キャンプ場、稼ぐ施設、魚）

ほど良く近所付き合いがある 自治会や近所の方の結びつき 住みやすい、のんびりしていて地域にとけこみやすい 活動の格差　集まりの好きな人　一人でいるひと

こじんまりして住民の顔が覚えやすい　親しみやすい 近所づきあい 地域のみなさんが仲良い事 若者が育っていない地域 名産品が欲しい

あいさつができる子供が多い 皆が顔見知り 自治会をコンパクト 東員町の魅力を発信できるもの。食べ物

自助、公助、協助を推進している事 地域のコミュニケーション 東員町と聞けば「これ」と言えるもの

近所の人が親切 居場所を増やす（誰でも気軽に来られる場所）

小児科の病院と基幹病院
行政と住民が近くに感じる事がある 水が安い 町長ふれあいトーク

家の前でゴミを集めてくれる 行政のフットワークが良い 町の情報の伝達方法（一部にしか伝わっていない） イベントの発信力が弱い

水道代が安い 予算がないことを言い訳にする⇔国・県からの補助金、確保力 宣伝力がない

身の丈にあった計画に 町内の情報の伝え方
財政確保をできるような仕組みづくり 各地域と周辺を知らない

計画的な開発（ミニ団地など）

一中の跡地→住宅地の展開
※重複する意見は、削除しています。

⑫催し

⑬文化

⑭仕事

⑮農業

⑯観光

⑰特産品

⑤消費・サービス

⑥コミュニティ

⑦行政

⑱医療、介護

⑲情報

⑳土地利用

④安全、安心

第１回、２回みらい会議ワークシートのまとめ

⑩人

⑪歴史

③子ども、子育て

東員町の今を考える

⑧施設

⑨教育①環境

自然

ちょうど良い 

コンパクト

②交通

資料３

みらいを考える

今を考える

現状の自然が残っていて欲しい 外国人とうまく共生していく社会 若者が増え元気な町　若い世代が多くいる 

清き水だけは絶体?安心量であること 地域コミュニティが維持 密になっている 人口が激減しているだろう

緑豊かな町 男子も女子も高齢でも、動ける人はご近所さんを助ける 家事援助 100歳～110歳の老人がいっぱい 大企業が進出している　大企業を誘致して若者が根付く 

公共交通機関の充実 それぞれがおせっかいさんになる 高齢化がますます進む　税金の減少 大型の病院がある 

街に買い物弱者をなくす 皆で集える場所があると良い(世代をこえて) 今以上の人口、世帯がある地区であって欲しい 看とり先生が東員町内に居て欲しい(自宅療養出来るから) 

電柱を無くし地下にする 若者が育ち弱者と協働できる町 若い人に住んでいただいて子どもたちが賑わう町にしたい 健康で生活できていること 

特徴のある町を作る（花いっぱい） 顔の見える関係が全世代に深まる 若手リーダーの輩出 今以上に高齢者が元気 

環境の面で県の代表を目指す 一人ぼっちの老人はいない 生活の世帯バランスを保って欲しい スーパーと病院が残って欲しい 

ちょうど良い 世代、文化（外国人）をこえたつながりがある 自分の好きな生活（趣味など）ができる 地域に宅老所

コンパクト 高齢化が進んでいても人口が少なくても隣近所で助け合いができる町 遠くへ出て行かなくても自給自足 福祉施設の充実

お年寄りから子どもまで集まれる場があるといい 本気で人口増を町民総がかりで考える 介護サービスが充実し、尊厳ある終末を迎えられるように

公共交通機関の充実 やれることは自分たちでやる。（自治会の活用） 自宅にいて療養できるように

車がなくても移動できるように 地域が大きな家族になれるような 石取祭など、お祭の継続 

高齢者の移動が楽になる交通手段 ボタン１つでおとなりさんと連絡がとれる　気楽さ 歴史、文化を守っていく

新交通システムのできたまちに

行きたいところに自由に行けるように 行政の広域化 住居のサイクル化

技術が進歩しても目で見て買い物をしたい 思いやりのある町民目線での行政

行政サービスの質が今と変わらない 伝統行事、文化の継続

合併している 無形文化財をいつまでも残したいまちである

子どもが戻ってこれるまち 身近な行政 城山祭、どんと焼きを続けて欲しい

今と変わらず子育てしやすい町と言われる

安心安全な子育てができる東員町 学校の再利用ができたら良い(介護施設等) 就職できる企業がある 

若者が育って明るい街づくりを スポーツ施設の充実 若い人が住みやすい町、企業が多い

子どもが自分もこの町に住みたいと思えるまち 小中学校の利便さと充実 高齢者の働ける場所がある町 

子どもが定住できる環境 校庭がドーム 働ける場所が多いと良い 

子どもが減らないよう住宅が少しずつ建てられるように 学校の再利用ができたら良い（介護施設等） ＩＴ家で仕事

東員で生まれ育ち暮らす→スパイラル 町外の方々が気軽に寄れる施設を（道の駅など）

子ども達も孫たちも安心して暮らせる町 「いきいき老人施設」を地域内に 大豆工場(地場でなくてもよい)を東員町に作って商品開発

空き家を壊して施設を建ててみんながくらせるように 農業の継続

自然災害に強い地域 空き家をどうにかする仕組みができている 食糧の自給 

災害時の避難対策(高齢者、車、場所) 家の売買を町が実施し、空き家がない状態 豊かな自然が残っている田んぼ 

焼却炉の熱を何とか引っぱって温水プールを作る 田んぼを守ってくれる人がいる

もっとたくさん店が欲しい 

買い物に行かなくても済むような宅配システムの完備 人材育成に力を入れる(教育に力を入れる) 東員町の景色を生かして観光を考える

地域単位で稼ぐことができる体制 子どもが楽しく学ぶことができる アサギマダラの飛来地となって有名になっている

ドローン宅配 子ども達が学ぶ場所がたくさんある 緑地帯が「もみじ」の名所として名古屋など広域的に有名になる

人材育成に力を入れる（教育に力を入れる） 東員町の景色を生かして観光を考える

小中高までの一貫教育 民泊の活用（空き家を利用）

まちづくりミーティング　ワークシートのまとめ

まちづくりミーティング

③子ども、子育て

④安全、安心

⑤消費・サービス

⑥コミュニティ

①環境

自然

②交通

東員町のみらいを考える

４０年後のあるべき姿

⑰特産品

⑱医療、介護

⑲情報

⑳土地利用

⑩人

⑨教育

⑮農業

⑯観光

⑭仕事

⑪歴史

⑫催し

⑬文化

⑦行政

⑧施設

資料５

＋

どうあるべき そのためのアイデア どうなっている その影響 どうあるべき そのためのアイデア どうなっている その影響

①環境 自然 緑が豊かなままである 開発した分緑を新たに植える 企業誘致、自動通訳システム

グリーンスローモビリティで買い物ができる 高齢者が買い物しやすい

ドローンが空を飛んでいる 高齢者が買い物しやすい 英語を学ぶため受け入れ

車は全部シェア。オート運転。 老人が働く 自分で寿命を決めることができる

技術の進歩、カーシェア、スマホ活用 ヴィアティンと連携 遠くても医療が受けられる

車不要→移動不要（AR、VR） 老人とこどもの付き合いが増えるべき 料理教室、スポ少などを通した交流を 健康で長生きの方が増える

誰でも買い物にいけるようになる 外国人とうまく共生していく社会 東員町の国際化　みんなで助け合い ロボットが介護してくれる

自然環境にやさしい 地域の集会場を若い人がアレンジ

イオンが儲かる 若い人が住みたい住みやすい環境（団地の整理）

地域内の高齢者が子どもに教える授業

外国人の受け入れ 健康寿命が伸び、活動を増やす

若い人や子どもが楽しめる場所を充実 健康をサポートする（ソフト、ハードを充実）

若者の経済的な負担が少なく 運動、体を動かせる場所をつくる

戻ってきたくなる魅力的な町に 病院の充実、医療体制の充実（自宅治療など）

「教育」が大事「平和」が大事 AIに依存しない生活

若者の定住促進 若い人が地域内で起業しやすい環境 子どもを助けるシステム

町ぐるみ（ご近所）で子育て

子どもからお年寄りまで集まれる場所 住民が歴史を理解している 　歴史を掘り返す（北勢線沿線の魅力を探る会）

「山車ひき」のような祭りは残すべき

自然は今までどおり残っているべき ⑫催し

災害で甚大な被害

人が生涯現役で働いている 通信技術の発達、テレワークが進む

遊ぶところ増 終身雇用は無理　案件ごとにチームで仕事

働き続けられるため健康サポートを充実 仕事は在宅が多い→仕事はネットでシェア

人口減少で高齢者の働き手は重宝

定年後働ける場や在宅の仕事増やす

行政と地域とのギャップを改善 教育・人→障がいのある方、子どもたち 老人が働ける労働環境整備

川、山の保全

先生の人数が少なくなる 今ある資源を若い人に伝える ヴィアティンだけでなく他の企業や人が来るように

人とのふれあいが減る 今から名物を作れば４０年度には定着 名産品がうまれる

通学手段の確保 周辺の人が観光をつくる

通学に必要な交通の便を発達

より充実した教育ができる 交通事故にあわない（通学費用不要）

ICT化の充実（自宅で一斉授業）

技術革新で世の中が便利になりすぎている 人がついていけず心身のストレス

地域ごとにWi-Fiスポットがある

町の活性化　東員駅近くに市街地 人が集まる　人のにぎわい

⑥コミュニティ

⑤消費・サービス

学校がなくなっている

⑧施設

⑨教育

第２回みらい会議ワークシートのまとめ

③子ども、子育て

④安全、安心

⑦行政

②交通

４０年後のあるべき姿

⑪歴史

⑩人

外国人が増えている

長寿（長生き）
駐車場がいらない

東員駅からイオンまで路面電
車

健康寿命が１００歳になってい
る

子ども、若い人が増えている

子どもが多く暮らしているべ
き、子育てしやすい町であるべ
き

若い人が増えている

東員町のみらいを考える

強い組織を構築しておく（人の
力や物資など）

災害に強いまちづくり

子育て支援センター、児童館、保

幼、小中高大の一体化した施設

AIに負けない思いやり、やさし
い雰囲気作りが必要

学校教育をしっかり、本来ある
べき教育を保つ

学校と行政がもっと向き合い、子

どもを主体として考え育てる

学校へ行っても学ばなくても好き

な時間に勉強できる（インターネッ

ト）

２つの中学校、６つの小学校が
１つになっている

高齢者が活躍

老人が元気であるべき　みん
なが元気であるべき

⑬文化

⑭仕事

⑮農業

⑯観光

就労場所の確保（デンソー、トヨタ

車体くらいの大企業を誘致）

「東員町」といえばヴィアティン在来が観光地に

⑳土地利用

外国人をただの労働者ではなく、文

化的に交流の場を作る

総合病院、健康増進施設、健康づく

りのしくみ、家族の協力

高齢者と子どもが交流（企業、主

婦などの協力必要）

⑰特産品

⑱医療、介護

⑲情報

資料４

まちづくり
ミーティング

２
０
の
視
点

今までの振り返り



暮らしやすさ 健康

家族 つながり

働く 学ぶ

かけがえのないもの

⑪歴史

⑫催し

⑬文化

⑭仕事

⑮農業

⑯観光

⑰特産品

⑱医療、介護

⑲情報

⑳土地利用

①環境

②交通

③子ども、子育て

④安全、安心

⑤消費・サービス

⑥コミュニティ

⑦行政

⑧施設

⑨教育

⑩人

今までの振り返り



今までの振り返り

「こうして町はできている」

「ひと」について考える

「まち」について考える

「まち」とは

・人ありきて成り立つもの
・それぞれの人が得意分野を活かして支え合う共同体
・誰かの仕事でできているもの
・一人ひとりが安心で、生命を維持できる生活圏
・環境、平和、人権が守られている場所

基本構想
に記載
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■このままでは地球が持続可能ではない

なぜSDGs？

なぜ？ 人類が急速に発展

どうすれば？ 世界共通の目標が必要

SDGsで変革

●あらゆるレべルの人が行動を起こさなければ
とても達成できない

●未来の姿の立場に立って今の世界を見る

今までの振り返り



目指す状態 「健康」な町とはどんな
町ですか？など

6つのかけがえのないもの別グループワーク

問題の発見

課題の設定

課題克服ための手段

今までの振り返り

ライフステージ別の問題

問題をグループ化

マンダラートで議論
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今までの振り返り
地域でコミュニティを作る、

独りにしない
町民が人と会話、人と人
会話する時間を増やす

シニアクラブ
フレイル対策

（行政、地域、民間）
健康アドバイザー（インストラク
ター）が健康の重要性を教える

心の健康 町民が趣味を楽しむ 行政が場所を提供する 介護の予防 行政が情報を発信する 自身で目標を持つ 健康意識を高める 民間で健康のイベントを行う

相談できる場所を作る
（行政、地域）

講座等に参加し趣味をみつけ
る

町民が歩く（歩こう会） 町民同士で仲間を作る
行政or民間がポイントを付与
する

行政が講座をひらく
（行政、地域）

心の健康 介護の予防 健康意識を高める
町民が健康診断を受ける

（行政）

健康づくりの推進 病気の予防 町民が生活習慣病を知る 病気の予防 行政が検診の機会を作る

公共への参加 趣味を持つ 運動の機会を増やす

行政が場所の提供をする
家族や友人が呼びかけて参

加する
好きなこと、音楽 グルメ探し 芸術、文化

ヴィアティンが参加してイベント
を行う

町民がスポーツ少年団に加
入する

公共への参加 継続は力 自然の中で歩くこと 趣味を持つ コミュニティを作る 行政が歩道の整備を行う 運動の機会を増やす

世話役ができる人 役場と町民が互いを知る 講座を利用しやすくする
車の運転のできる人が送迎

を協力する
歴史、旅行 運動する仲間を作る

地域でインストラクターのでき
る人が町民に教える

■健康Ｇ 「健康づくりの推進」
■家族Ｇ 「子育て支援の充実」
■つながりＧ 「コミュニティ活動の充実」
■学ぶＧ 「学校教育の充実」
■働くＧ 「働く場の充実」
■暮らしやすさＧ「循環型社会・環境衛生の向上」

各グループが
最初のマンダラートで
選んだ課題
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今までの振り返り

■健康Ｇ 「健康づくりの推進」
→「健康づくりの推進」

■家族Ｇ 「子育て支援の充実」
→「子育て支援の充実」

■つながりＧ 「コミュニティ活動の充実」
→「主体的で特色ある地域づくりの推進」

■学ぶＧ 「学校教育の充実」
→「幼児教育・学校教育の充実」(総合戦略)

■働くＧ 「働く場の充実」
→「農業、商工業の振興」

■暮らしやすさＧ「循環型社会・環境衛生の向上」
→「循環型社会の形成」(総合戦略)

各グループが最初に選んだ課題は
計画の重点施策に位置付け



健康づくりの推進（地域福祉課、健康長寿課） 

■目指す姿 

健康意識が向上し、住民自らが健康づくりに取り組んでいる。 

 健康診査、検診の受診が促進され、がんや生活習慣病等の疾病予防、重症化防止につなが

っている。 

 

■主な取り組み 

 健康意識の醸成、健康づくり組織等の支援、各種検診・予防対策の充実 

健康に関する相談・指導体制の充実、精神保健の推進、歯科保健の推進 

感染症対策の推進、食育の推進 

 

■健康増進法等、各種法律に基づく健康意識の醸成、各種検診、相談、指導、予防接種、支

援等を行います。また保健福祉センターの維持管理を行います。 

 

■ＫＰＩ（候補案） 

日頃、健康増進のための取り組み（運動や食生活の改善など）をしている人の率 

健康寿命の年齢、健康づくりポイント事業の取り組みをしている人（応援カード発行数）、 

5 種のがん（胃・子宮・肺・乳・大腸）検診受診率 

健康教室等実施回数、各種検診受診率、（日ごろの生活の中で休んだり好きなことをした

りする時間のゆとりがある人の割合） 

 

■みらい会議などで考えた、みんなの役割 

・病気の予防をするために、行政が検診の機会を作る 

・健康意識を高めるため、自分自身で健康に関する目標を持つ 

・医療機関が認知症の啓発を行う 

 

■分野別計画 

東員町自殺対策計画 

「（仮称）東員町健康づくり計画」の策定を検討 

 

■関連の深いＳＤＧｓ 
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今までの振り返り

地域でコミュニティを作る、
独りにしない

町民が人と会話、人と人
会話する時間を増やす

シニアクラブ
フレイル対策

（行政、地域、民間）
健康アドバイザー（インストラク
ター）が健康の重要性を教える

心の健康 町民が趣味を楽しむ 行政が場所を提供する 介護の予防 行政が情報を発信する 自身で目標を持つ 健康意識を高める 民間で健康のイベントを行う

相談できる場所を作る
（行政、地域）

講座等に参加し趣味をみつけ
る

町民が歩く（歩こう会） 町民同士で仲間を作る
行政or民間がポイントを付与
する

行政が講座をひらく
（行政、地域）

心の健康 介護の予防 健康意識を高める
町民が健康診断を受ける

（行政）

健康づくりの推進 病気の予防 町民が生活習慣病を知る 病気の予防 行政が検診の機会を作る

公共への参加 趣味を持つ 運動の機会を増やす

行政が場所の提供をする
家族や友人が呼びかけて参

加する
好きなこと、音楽 グルメ探し 芸術、文化

ヴィアティンが参加してイベント
を行う

町民がスポーツ少年団に加
入する

公共への参加 継続は力 自然の中で歩くこと 趣味を持つ コミュニティを作る 行政が歩道の整備を行う 運動の機会を増やす

世話役ができる人 役場と町民が互いを知る 講座を利用しやすくする
車の運転のできる人が送迎

を協力する
歴史、旅行 運動する仲間を作る

地域でインストラクターのでき
る人が町民に教える

マンダラートで出た意見の一部を各施策の
「みらい会議などで考えた、みんなの役割」に記載



本日の流れ

ワークショップ

～11:00 今のマンダラートをまとめる

11:00 休憩(5分)

11:05   マンダラートを再確認

発表内容、発表者などを決める

11:15 各グループの発表

11:50 みんなで写真撮影

12:00 終了
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■各グループの取り上げた課題を伝
える（マンダラートの中心）

■課題克服の手段として、どんなア
イデアが出たか？

■それぞれのアイデアを実現するた
めの手段と担い手は？

グループ発表
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■みらい会議を取り組んできたこと

の感想を教えてください。

（後日郵送します。）

■11月 審議会、本部会議
■12月 議会報告

■１月 パブリックコメント

■２月 審議会、本部会議

■３月 完成

今後の予定


